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＜目的＞ 

認知機能に障がいの

ある高齢者を理解し、

看護の方法を展開する

能力を養う。 

 

＜目標＞ 

Ⅰ．長い人生を歩み、

老いを生きる老年期

にある対象を全人的

に捉え理解する。 

 

Ⅱ．対象に合わせたコ

ミュニケーション技

法を実施できる。 

 

Ⅲ．健康課題をもつ老

年期にある対象とそ

の家族に及ぼす影響

について総合的に考

察する。 

 

Ⅳ．健康課題をもつ老

年期にある対象とそ

の家族に必要な看護

が提供できる。 

 

Ⅴ．老年期にある対象

の人権を尊重でき

る。 

 

Ⅵ．健康課題をもつ老

年期にある対象のケ

アに関わっている保

健医療福祉について

理解する。 

 

Ⅶ．継続看護の必要性

について理解し、対

象とその家族にとっ

ての看護者の役割を

理解する。 

１．対象と場を共有し対象の言動を否定せず

に聴き対象をありのままに受け止める。 

 

２．認知機能に障がいのある対象にあった意

図的なコミュニケーション技法を活用し、

対象理解ができる。 

 

３．プロセスレコードを用いて、対象の言動・

行動の意味を振り返ると共に、自己の感情

や行動の傾向に気付き自己理解できる。 

 

４．対象の１日の生活パターンを把握し、認

知機能の変化とそれが対象に与える影響

について理解する。 

 

５．対象の生きてきた背景を知り、対象の言

動・行動や周辺症状にどう影響を与えるか

理解する。 

 

６．対象の老年期の特徴と認知機能の特徴を

捉え、強みに焦点を当てたアセスメントを

行い看護展開する。 

 

７．対象の快感情にアプローチし、情緒が安

定して心地よい状態でいられるレクリエ

ーションを実施・評価する。 

 

８．対象の人権を尊重した言動・行動につい

てカンファレンス等を通して考え実施す

る。 

 

９．対象及びその家族が地域でその人らしく

生活のために必要なサポートシステムに

ついて継続看護の視点で考える。 

2 90 【臨地】 

場所：郡山市医療介護病院 

介護老人保健施設 

  オリオン 

星ヶ丘病院 

 

期間：9日間 

 

形態：1Ｇ：4～5名 

・学生 1 人が老年期にあり認

知機能に障がいを抱える対

象を受け持ち、看護を展開

する。 

 

 

 

3年次 

前期 


